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＜病棟連絡事項＞
・LTの汚染衣類の出し方について
　⇒LTの汚染衣類を出す時にはボックスの中に袋がかかっているかを確認してから、入れ
　　ること。※袋は南病棟Cユニット詰所か南病棟のリネン庫に保管している。
・西Aから南Aへ転出をする際のリネンについて
⇒敷布団以外はそのまま使用するため、周知すること。
　※敷布団のみ基準寝具出入伝票にて処理！！
＜ベッドコントロール＞
・1/22（火）
　転入1件
⇒藤井　孝蔵様　：東Ｄ→西Ｂへ
転出1件
　⇒小田　タネ様　：西Ａ→南Ａへ
＜患者様連絡事項＞
・四戸　水晶様～11時両親と共に帰院され、主治医面談を実施している。主治医より頭部ＣＴ検査にて異常所見はなかったことを説明している。本人の現在の状態を確認すると、一番苦しいのは”頭痛”であり、頭痛に関して自宅と病院で痛みの強度は変わらず、頭痛薬は効かない事や下剤が強いとの訴えも聞かれる。本人は自宅へ退院したいと強く希望される。家族としても「本人の意志を尊重したい」とのことで、本日の退院を希望している。看護スタッフより肩こり、冷え症について確認すると「肩こりも冷え性もあります」との返答あり。左記主治医へ伝え、一部薬剤変更にて退院時処方を出していただく。初外来は2/1（金）１１時～で予約済み。本日自宅への退院許可あり、退院されている。
・梅津　里奈様～主治医、御家族、病棟看護師にて面談行なう。主治医より、薬物治療を
行い症状は安定したことを説明される。1/26（土）11:00自宅へ退院予定。
1/24午後にデイケア体験利用を行う。※青陽館へは連絡済。初外来は2/9（土）11:00で予約済。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・大山　広美様～飲酒したい気持ちはないが、「家に帰ったら分からない。2本と決めたの
で守っていきます。」と節酒の気持ちを伝えている。寝つきが悪いと話され、眠剤がハルラック（0.25）1錠からエスタゾラム（2）1錠に変更となっている。
・杉澤　恵子様～誕生日に外出出来ない事、お菓子のカロリーを守れている事等まとまり
に欠けた報告をしている。ふらつきも続いている為、臨時処方がアリプ
ラゾールＯＤ錠（6）からレキサルティ錠（1）1錠1×朝に変更となる。
処方が1月22日開始で指示が出ているが、主治医に確認し1月23日か
ら開始となる。
・沢田　徳則様～耳栓をしてから周囲の音を気にせず夜間睡眠とれているが、午後までだ
るさが残ると話している。臨時処方リスペリドンＯＤ錠からコントミン
糖衣錠へ変更となる。新しい眼鏡が自宅に届いているので取りに行きた
い事を話しているが、主治医より、インフルエンザが流行っている為、
落ち着いてから外出するよう説明され納得されている。人ごみがダメで
作業中も苛々して机をひっくり返しそうになることを話している。自分
のペースで無理せず行っていくよう説明を受ける。今後は実家か元住ん
でいた自宅に帰りたいと希望あり。もともと3ヶ月の入院期間であるこ
とを気にされており、3ヶ月ということはあまり気にしなくても大丈夫で
ある事を主治医より説明を受けると、安心した様子がみられる。
・沢田　秋子様～自室にて独語は続いているが、本人はイライラすることやテレパシーも
ないと話している。臨時処方コントミン糖衣錠からインヴェガ錠（3）に
内服変更となる。本人希望でロコイド軟膏5本、ハップスター2袋、ヒア
ルロン酸Ｎａ点眼液1本処方の指示がある。
・成田　賀枝様～看護スタッフより21日深夜帯で他患者様と口論になった事を報告してい
る。調子はいいと話され「今週の土曜日に帰ります。一人でも帰ります
から。」としつこく訴えている。26日の面談は御家族の都合がつかず、別
日に日程調整していく事を御本人様に繰り返し説明するが理解をなかな
か得られない状況。
・織笠　健太郎様～現在ウイルスに関してはないと話している。「大きい薬を飲むと虫歯が
　　　　　　　　　悪化する。前の薬のほうがよかった。」と発言あり。ブロチゾラム錠
（0.25）がエスタゾラム錠（2）に変更の指示あり。
・鎌田　慶一郎様～精神症状に大きな変動なく療養出来ている事から入院形態を医保から
任意に変更することを検討しているため、御家族に連絡を入れるよう
指示あり。体調は落ち着いていると話しているが「元気がなくなった。」
と話され、内服がリスペリドンＯＤ錠からオランザピンＯＤ錠に変更となる。
・高橋　義明様～独語やニヤツキ、空笑続いており中途覚醒があることを看護スタッフよ
り報告している。本人は夜間睡眠をとれていると話している。幻聴は「政
治の事。」と説明している。日中の眠気訴えありインヴェガ中止、チミペ
ロン錠（3）3錠　3×毎食後で開始となる。
・梅津　里奈様～幻聴の訴えは現在聞かれていない。当院に入院してから頭痛症状はない
と話している。漠然とした不安は継続しているとのこと。ビペリデン中
止の指示あり。他継続にて臨時薬3日分処方の指示あり。
＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・四戸　水晶様～1/22両親の希望により主治医との面談を実施。自宅と病院で頭痛の強度
は変わらないとのこと。本人・両親が自宅への退院を強く希望したこと
から1/22自宅へ退院となる。退院時処方に一部変更あり。
・大山　広美様～アルコール依存症治療プログラムは1/22でⅡ期終了。1/23からⅢ期が開
始となる。取り組みは良好だが、節酒の意思に変動はない様子。出来る
だけ断酒意思の確立が図られるよう支援を継続していく。

・杉澤　恵子様～他者への干渉行為、易怒性が増していたため1/15診察後より薬物調整を
実施している。以前に比べて易怒性は軽減しているが、歩行時のふらつ
きが目立つ。転倒に注意して看ていく必要がある。退院に向けた方針や
支援状況に変更なし。
・沢田　徳則様～精神症状として、夜間睡眠に変動はあるようだが、妄想に左右された言
動は目立たない。各プログラム導入し、拒否なく参加すること出来てい
る。PSW付き添いにて外出訓練を実施し、問題行動はなし。ただ金銭管理
においての指導は継続していく必要がある。
・沢田　秋子様～時折夜間の独語症状はあるが、他者への迷惑行為等は目立たない。服薬
の拒否はないが、引き続き確実に服薬出来るよう支援を継続していく。
・成田　賀枝様～診察の度に帰宅要求を訴えることはあるが、説明にて渋々入院生活を受
け入れている状況。本人が自宅退院を強く希望されているため、1月中に
再度家族面談を実施していく予定。
・石井　幸子様～12/16に主治医・家族面談を実施し、自宅（単身）退院を視野に入れた関
わりを行っていくこととなっている。疾病の理解やセルフケア能力の低
下がみられているため、上記向上に向けた支援をしていく必要がある。
・佐藤　俊也様～食事は高カロリー流動食を拒否なく飲用されている。差し入れや購入し
たお菓子を摂取されている。病識が欠如しており、自宅への退院を強く
希望されているが、御家族の受け入れが難しい状況。1/30
・織笠　健太郎様～被毒妄想等の症状は目立たないが、本人のこだわりが強く、プログラ
ム導入拒否は持続している。本人より母様との外出を希望されていた
が、母様より不安の訴えがありまた感染の時期でもあることから延期
となっている。薬物療法を継続し、経過をみていく必要がある。
・鎌田　慶一郎様～妄想に左右された言動は目立たず、落ち着いて過ごしている。入院形
態の変更も視野にいれて支援を継続していく。
・高橋　義明様～独語や妄想に左右された言動が著しい。薬物療法により症状の軽減を図
っていく必要がある。
・梅津　里奈～自宅退院に向けて、1/22御家族・主治医面談を実施している。
＜転入患者様情報＞
■藤井　孝蔵様（52）統合失調症　医保　田名部Dr.　　
⇒下肢拘縮状態。
⇒感染症：C型肝炎
⇒アレルギー：薬剤アレルギーあり。※カルテ参照。
⇒処置：左大腿部…エキザルベ軟膏塗布+サージンパッド保護
　　　　腰部…デルモゾール軟膏、ビーソフテン塗布
　　　　手、指間、爪…ケルガー液、ゲンタマイシン塗布
　※詳細はカルテ、サマリーを参照して下さい。
